
別紙様式（Ⅶ）-１【添付ファイル用】 

作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 キオクル 

機能性関与成分名 イチョウ葉フラボノイド配糖体、イチョウ葉テルペンラ

クトン 

表示しようとする

機能性 
本品にはイチョウ葉フラボノイド配糖体、イチョウ葉テ

ルペンラクトンが含まれます。イチョウ葉フラボノイド

配糖体、イチョウ葉テルペンラクトンは、健常な中高齢

者の認知機能の一部である記憶力（言葉や見た物の思い

出す力）の維持をサポートする機能が報告されています。

 
２．作用機序 
 イチョウ葉エキスには、フラボノイド配糖体及びテルペンラクトンが含まれ

ている。これらは、記憶や認知機能に関わることが明らかにされており、これ

までに、脳の抗酸化作用、神経保護作用などが論文において報告されている。 
抗酸化作用については、イチョウ葉フラボノイド配糖体のヒドロキシラジカ

ル消去能を示した報告 1)や、ラットの小脳から採取した細胞を用いた試験におい

て、イチョウ葉フラボノイド類が活性酸素を抑制する 2)といった報告がある。ま

た、イチョウ葉テルペンラクトンを血管性認知症モデルラットに投与すると、

脳の SOD（スーパーオキシドジスムターゼ）及び GSH（グルタチオン）といっ
た抗酸化酵素や抗酸化剤を有意に高め、MDA（マロンジアルデヒド）といった
過酸化物質を有意に低下させ、学習障害や記憶障害を抑制する 3)ことが報告され

ている。 
神経保護作用に関する論文も多くあり、例えば、ラット脳から採取した海馬

神経細胞にイチョウ葉フラボノイド類及びイチョウ葉テルペンラクトンを添加

すると、TNF-αによって誘導されるアポトーシスを抑制する 4)ことが報告され

ている。これ以外に、スナネズミの再灌流モデルにおいて、再灌流によって引

き起こされる海馬領域の細胞死及びシトクロムオキシダーゼⅢの遺伝子発現の

低下をイチョウ葉テルペンラクトンの投与によって抑制する 5)ことも報告され

ている。 
全身の酸素消費量の約 20%を消費する脳は、最も酸化ストレスに暴露されや
すい臓器ともいえ、上記の報告から、イチョウ葉フラボノイド配糖体およびイ

チョウ葉テルペンラクトンの摂取によって、酸化ストレスによるリスクを下げ、

脳神経を保護することで記憶力が維持できると考えられる。また、イチョウ葉

フラボノイド配糖体およびイチョウ葉テルペンラクトンは、アミロイドβ形成

の抑制 6)7)や血流改善作用 8)も報告されているため、これらの複合的な働きによ

って記憶を維持することができると考えられる。 
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